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「鵬 色相環』一 教育考一

山岸 政雄　金沢美術工芸大学

　美術大学 の 学生 は，入学後い ち早 く専門分野 に触れ

学びたいとの気持ちがひと際強 い 。

　そんなメ モ リアルなゲ
ー

トイ ン を した学生 に ， 色彩

学演習で何をメ ニ ュ
ーとすべきかは，毎年の こ となが

ら気持ちの引き締 まる思 いがする 。 もう 10数年前にな

ろうか，折しも，日本色研の 10O色相環 （HUE 　 OIR

OLEIGO ）を購入 で きる機会を得た。すばらしい マ

ニ ュ ア ル で ある こ とは，色研の 児玉先生か ら伺 っ て い

た 。 実物に 接し，是 非学生 に模擬演習をさ せ た い と 思

tL 「マ ン セ ル準拠 100色相環演習」と してカ リキ ュ ラ

ム に組んだ 。

　色彩学溟習 で は ， 第 1学年に お い て 混色系 と表色系

を重点に制作課題 と している 。 なかでも色相環 は学生

にと っ て 馴染み易い課題である 。 それゆえ に，マ ン セ

ル 100色相環の レ プ リ力制作は，デザイン 学生に は，

質 ， 量共に喜ばしいテ
ー

マ とな っ た 。 ちなみ に ， 制作

条件のデ ィ テ
ール は，白地の 正方形パ ネル にポスター

カ ラ
ー

を塗 っ たチ ッ プ （1．50m× 6　cm）を直径 60跚 の

円環状に並 べ て貼る 。

　色彩演習の 目的が
，

そ の 識別 ， 弁別 ， 補間 と表色 ，

記億能力の開発 にあるならば，こ の色環づ くりの意義

は大き い と考える 。 R ．　 YR ，　 Y ，〔∋Y ，　 G ，　 B 〔∋，　 B，

PB ，　P，　RP の 基 本 10色 の 間 を
，

さ ら に視覚等差 分劃

する自助 努力の効果 と結ばれるか らである 。

　学生た ちは10B色 相を選ぶ ため に ，
・400色か ら5BO色

の カ ラ ーチ ッ プを各人がつ くっ て い る 。 その過程で，

明るい色域の分割は ， 暗い色域の分割以上に難しいこ

となど，感覚と知覚に関わる い くつ もの 学習を して い

る 。 あ る い はまた，これを機会 に ，色環の ア イデ ア ル

な歴史に 興味を持つ 学生もい る 。 Newton ，　 Har −

ris ，　 Go ∈∋t：he
幽
s ，　 Ohevr ∈iul ，　 Herin9

0stwald ．　 Munsell ．　Birrenと続 く色環研 究の歴

史 に魅せ られ ， ロ マ ン さえ感 じて い る ようだ 。

　色彩世界が，自然と そ こ に生 ぎ る人間，文化の 繋ぎ

情報で ある こ とを再考ずる，HUECIROLE 　 100の

授業で ある 。

願 い

色彩をテ
ー

マ に した短 い エ ッ セ イを会員の 皆

様か ら募集 し， 学会誌に掲載させ て い ただき

ま すの で
， 日頃考え て お ら れる こ と

， 感 じら

れた ことなどをまとめ て こ 投稿下さい 。

本号の 7編の エ ッ セイの ような形で掲載致し

ます 。 参考に して 下 さ い 。

　   原稿行数　　24字 35行以下 （840字）

　　（写真や図が入 る時は減 らして下ざ い 。 ＞

　 ge原稿締切　　　随日寺

　 as原稿料　　　無料

　   掲載の採否　編集委員会に ご
一

任下さ い 。

　 ＠ テ
ー

マ例

　　  学会 （色彩学）は如何に社会に貢献

　　 　で ぎ る か 。

　　  　感動 した 〈色〉。

　　  　「色彩」と い う言葉から思う こ と 。

　　  現在取 組ん でお ら れる色彩研 究につ

　　　いて。

　　  　色彩学会へ の提言 。

　　◎　色彩学の未来像は。

　　  　海外の色彩研究の トピッ ク ス 。

　　  色彩学者との交流の想い 出。

　　◎　会勢拡大の ア ドバイ ス 。

　　  そ の他 庖 彩」を軸とする 日常的で

　　　自由な テ ー
マ で 。

　 asその他

　　タイ トルおよび氏名は英文を併記 して 下

　　さ い 。 圉次 に 使 い ま す 。

　 魯 送付先

　　〒 103東京都中央区日本橋馬喰町1−7−6

　　カ ラ
ー プ ラ ン ニ ン グ セ ン タ

ー

　　永　田　泰　弘 　　宛

　　 　　　 　　 　　 　 TEL 　　03−3S62−41BB

　　 　　　 　　 　　 　 FAX 　　O3−3664−8072
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